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お茶の水女子大学附属幼稚園



は
じ
め
に 入園前に大切にして欲しいこと  入園してから一緒に考えたいことを

『育育手帖』の中でお伝えしています

幼稚園は子どもがいて  保護者がいて  そして  様々な先生がいます

『育育手帖』のメッセージは  それらの人たちみんなが

入園前を過ごす人たちや  今、園で過ごしている人たちに

思いをつないでいくメッセージとなっています

「そうなんだ」「ちょっと違うなあ」「わっ、同じだ」「わかっているけど」

などなど感じながら  自分の思いをのせながら

ゆっくり読み進めてみてください

 

そして　もうひとつ

園の教育目標である子どもへの願い

「自分のことを大切にする」「周りの人を大切にする」「環境を大切にする」

そういう気持ちが子どもたちに育まれていくように

私たちは願い 関わっています

子どもへの願いであると同時に

かつて子どもだった人たちみんなが

「自分はどうかしら」と考えるきっかけになっていることを願います



■はじめに

■保護者の声いろいろ　～幼稚園に通い 思うこと～

■幼稚園の生活　１日のはじまり

　　　　　　　　あそぶ

　　　　　　　　たべる

　　　　　　　　１日のおわり

■幼稚園より　～養護教諭・スクールカウンセラー～

■保護者の声いろいろ　～卒園して感じること～



保
護
者
の
声
い
ろ
い
ろ

転園することに母が不安だったけれど、
始まってみたら子どもは前向き！

幼稚園の楽しい
ところに気づいていく

姿が嬉しい！

集団生活が初めて。
恥ずかしがりやだけ
ど、大丈夫かしら？

食事に時間がかかる。
お弁当、大丈夫かな 進級して先生や友達と

離れ、不安そう

熱中するとやめられない。
やらせてあげたいけど、
予定があるし…

子どもの自立を思うと、
どこまで手をかければいい

のか悩んでしまう

悔しがっている時、
悲しんでいる時。
どんな風に

声をかけたらいい？

友達との関わり方が気
になる…どこまで口を

挟んでいい？

朝、離れ難いことが続いた
けれど、

誕生会をきっかけに
「もうお姉さんになるから」

とすんなり
砂場ばかりだったけれど、
友達の影響で宇宙への
興味が出てきた。
幼稚園の中で生まれた
つながりが嬉しい

友達にくっついて過ごして
いたけれど、自分の意思で
遊ぶようになったみたい

保護者の声いろいろ
～幼稚園に通い 思うこと～

日々の送り迎えの時の会話、個人面談、３学年の保護者が
混ざり合って副園長とともに語り合う『ホットモタイム』

幼稚園では、対話することを大切にしています。

語り合う中からは、幼稚園生活への戸惑い、子育ての悩みなどが様々に聞かれ、みなさ
んが不安や迷いを抱えながら、日々お子さんと関わっていることが伝わってきます。

ある日のホットモタイムで「1年前、いやいや期が激しくて、悩んでいました。今、年
中さんになり、『お兄さんだから』と切り替えるようになって、拍子抜けしています」
と語る保護者がいました。それに対して、今まさに、同じように悩んでいる保護者から
「1年後はそうなっているのかな、楽しみです」という声があがりました。

時期を変えてみると、子どもの成長を感じたり、懐かしく思い出せたり、「きっと大丈
夫」と他の人の背中を押すことができる、なんていうことも、きっとあるのでしょう。

子どもたちも、保護者の方々も、幼稚園を身近に感じ、
少し肩の力を抜いて幼稚園へ来ていただけますように。

そんな願いを込めて、次のページからは、幼稚園の生活
をお伝えします。
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